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家蠶血組織の発生並に機能に關する研究概説

蒲生俊興

高等動物に於ける1り醐継糊熱貫∫和i湘細こ騰する糊包に多勤ノ喰刷懸1馳力職別される詑｝」ち

］11t：ノく喰聯ilり泡（MacrophatsTes），組織1：求性細胞（正listiocyte）、綱〃1内被系（Reticu正oenclotlie1－

system）等で、是等は或は溺i離し1～く1・jl多轍池絡して綱欣1こ仔霜す為細胞て：・fiiJれも通L行内に珊，

れる異物を喰；虚する性能をイ∫し、ことに膠質欺な贔するi渚種の色素を捕取習1積する機能を掬す

るからCarmine僧；の撫休．鞭〔Lによつて朋かに他種細llセ捷11戒別されるli’例絶がある。次に無三俘椎

動物に於ける喰噛挫細胞！・よAthrocyt3（：：SaTninelzelle）或はNephrocyte（腎紬胞）など、1二

して記載せられ、休液内に跡行す7．　lllli喰細胞（Phagocyte）　，』共に哺乳動1吻に於ける前記の組

織と同頽のもの、と1弥せられてゐるoことに昆錨綱に於てはWeismana（1864）が旗蜘iの幼備で

：花弓彫1伏細胞帯を磯歩↓して以來多くの昆錨導L者の研究の鉾先がその細胞滑臆に尚けられ殆どあらゆ

る昆醐各口に就てその細胞の形態、機能が彬1；究せられたo從て多くの昆鐵學者によつて火々異

なる呼稻を以て報｛1テせられてゐる。例へば　Wielowiejslci（1886）は　Dipteraに就て」曲劇織

（Bl・tgew・be），B・u・t・（1904）はThysa…a及びLepid・ptera　1こ於ご｝翻鞄（Nep　hr（・cyt・），

Kowalevsky（1889）1：よMuscaに關し酸性腎（Acid　excretory　organ）：又は習猷腎（Storage

kidney），　Verson（1911）は療殿に於て園心腺（Pericaτdial　gland）及び1淵氣管腺（k：’eritτacheat

glan　cl）叉池団氏（1913）iよ家鷲に就て策二二．血L紐織（剛’O、組織）及び策一焔L紺織（周氣致；組織）

として記載してゐる。余も家翻に方昏て之等爾紺織を國’じ・細胞と周i氣瞥卸；胞cEに憾別し、爾細胞

は殆ど同一・な機能を有するからWie！owiejskiに從つて合せて血紐織としてll己載した。

　今昆虫体血組織の櫛造、磯盤並｝こ機能に關する從東の捌：究業蹟を通1癌岱し、併て余の研究結果

の・使概を記せば次の通りであるo

　　　　　　　　　　　　　　　　（1）組　織登　生

　1彊1遡幽喫．～．胚了・的獲‘匂こ關してはHeymons（1895），　Zawarzin（1911），池田氏（1913）及び

HoUande（1922）等のイげ『究があり、何れも共の起源を中胚葉とする黒1｛に於て一i致せるも、Hol－

landeはYponomeuta及びVanessaに就きその圃心横隔膜から分化するものと推論し、

ZawarzinはAeschmaに於て背脈管を梢誠する外膜（Adventitia）から～ヒ成さ才しるもの、』認

め、叉池田氏ぱ家潔1諏こ就て中胚葉より分離せる原紬胞の分裂により、背1瓜管の雨側に獲速する扇’

欺筋．ヒに配列するに至るものと推論してゐる。叉圃氣萱趨胞坐」獲子r！i勺狸1三に關しては家鎖につ

き櫻井氏（1915）は襲にWheeler（1893），　Heymons（1895）及び外！．h博士（1902）カミ記載せ

る所謂食道下体耐1誠する各細胞が卿化前に於て分散するによつて形成せられるものと論じて

ゐる。
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　次に園心細胞の後姪盗‘1的獲～翌に關してはWeislnam1（1864），　Kowalevsky（1886，’87），

Vaney（1902），　Bruntz（1904）、　Henneguy（1904），　Metalnikov（1903，ノ08），　Berlese（1909），

Verson（1911），池田氏（1913），櫻井氏（1915），　Hufnagel（1918）　及びHo11ande（1922）

等；の研究があるが火々材料の異る如くにその所説も諮種のPliii｝tc於て相違を示してゐる。

　（a）　圃登丞11堕の核墾裂塾に就ては（f）零∫懸分裂を認める者　　Verson（Bombyx　mori）

Berlese　（Lithosia），　Hollande　（Yponomeu七a）　と（旬無綜分裂を認，める滑　　Ilufnagel

（Yponomeuta），　Metalnikov（Galleria），　Hollande（Galleria）とがある。

　（b）　幽心細胞の多核吊lll胞（Syncytium）の誠1丞1に就ては（t）細胞中1こ異なる大さの1数li糞を指摘

せる軒一一Bruntz（Pieris），　Berlese（Lithosia），　Hollande（Galleria）と，（の数個の細胞癒倫・

によつて生じたと認むるもの　　MetahユikQv（（｝alleria），　Berlese（Lithosia）と、煎びに④

細胞分裂を件はない棲分裂の結果些1三すと認むるもの・　Htぜn昭el（YponOlneuta），1・loilancle

（Vanessa，　GaUeria）とが腿別される。

　（c）多核細胞出現の：1添尋驚に就ては④細胞退、化の徴1、』認むる者・一一Meta【nikov（磁し11eria）

と㊥新細胞’｛三成の一過程と認むる者　　　Verson　（Bombyx　mori），　Hollancle　（VaUIC．ssil，

Galleria）とiちるo

　（d）　」多ヨi麹！1犯灘烈望～！劇田に關しては（イ）既に鰐化後醐もなき幼巌に認むる者一　　1’roUande

（Vanessa），㈲幼贔の舗1｝1醐泌蒋Hufna寓e三（l　p・n・1neuta），　H。1！anda（Galteria），｛｝う

化蜥前の幼蜘（前虫i1〕期）に認めた者　　Metalnikov（Ga！leria），鋭r三esa（Lithosia），　Hufna曾eI

（Yp。n・me・ta），　H。Ilan・le（Galleria），並びに（・・）・i」【iil　valMI及びノ姻棚｝こ認めた者　1・1。Uand6

（Galleria，　Vanessa）、とが1賊分される。

　（e）幽心糊包の躯911昌1に於ける獺厘芳収ぱω謎態1り澗に方1sて，その…部～駄弧』認むる

｝κ・　Metalnikov（Galleria），㈲その儘1掘蹟に移行す，』認めた者　　Weismaurn（Musca），

Kowalevsky（Musca），　Vaney（Gastrophilus），　Hollande（Galleria，　Vanessa），内till13；V］11ij　t　I・t

に葡て増殖すと認めた者　　Verson及び池川氏（劣徽）とある。

　（f）輔期聞に於ける幽心奉i｛1聖解休ぜ～方μミに關しては（伽倉L球の抽喰薙謝1（phagocytosis）1こ因

ると誌むる者　　Metalnikov（Galleria），㈲細胞体の1〕寂菊ll齢（Au亡01ys｛s）に陸1る焉認むる者

　　Terr¢，　Henneguy，及びBishop等が主として昆鐵休の脂肪細胞に方告て夫々親察し七ゐる。

　次に周氣萱鋤鯉≧後獲∫腿左【三に就ては從來僅かにKQwalevsky（1886）のMusca，　Verson

（1911）及び池1・1瓜i（1913）の家鑑置に關して研究せるもq．）があるのみで何れも藝li11期闘に於て該

細胞の一郡淘失することを記載してゐる。

　　　　　　　　　　　　　　x　　　　　　　　　　×　　　　　　　　　x

　以上の如く1i已鍋体1鱒且織細胞の叢4｛に關しては研究結果鳳々にして館一・する所が無い。．捧沓

は｛家麗の一代を題じ本紅織の構造分布磯生並び‘ζ山11麗」聞に於ける解離に就て槻察する所があっ

たから先づ舷に二その・拠概をi｝己して見やう。

　（1）象藪血組織の講造及び牙布

　家灘の血紺織は背腿管の内外1評召閲と偏状筋に附着して存廊する圃心秘胞　（P¢ricardial　cell）

と縦愛；i三氣管の附近彪こ存在する稠氣管細胞（Peritracheal　cell）との二種に慨分され、何れも胚

子の中胚薬（Mesoderm）1膿源の組織であるがその構造や分布．1：爾者には可成の1・i、1違があるo

　（2）血組織の畿生

　　　（イ）　1胚子1！i勺渡生

　胚子の食道下休から分化して朋氣管細胞が（，1，三成されることは櫻井氏が既に記載され疫通1ノで

あるが、著者の槻察では腔子時代には圃心細胞は全く児出すごとが川來ない。
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　　　（1：）　後胆1子白勺五縫ξ｛三

　脳帯綱包が㈱ヒ∴ヨ嚇から分1ヒを1｝1拗する剛し融1心綱包は第二眠↓簸の各眠敏

削贈の心聯II胞の卿磁から・・嚇1ノこ繍鞄1励臆身ト醗灘1晦ら‘i披分化される。

　（3）血組織の分裂塘殖

側扮儲伽・鰍系翻胞測軟曝乏し略鵬】1絆になる胱づイ・卿ω鋤裂磯じ⊂，多
棚鞄嫌欧1　舎起灘なり・之が繍｝盛枷・仙艦初の嫌鞄1初分1移II醜して．　・1・］1び鞠

胞醸る・T「jiして1肋」易舘於｝捌…紛裂¢・：耀1はW・si・1・w・ki（1902）のDl、tme、i、泌1こ

類す殖接分裂｝咽る・’f，li・1）・t・・（1925）が頒1・i・の綱1弼柳せ一1・誠は作♪ljl賂輪系1鞄

は分裂せ札て・個」V・湘ゐ鰍んで．膿す耽とを報じてゐるが、余の血糸職の縢では

欝己顛巾・1血L繊｛転鞭が盛んに鋼文厭する嘲1に蜥ウ｝裂は徳祠鵡各｝1腋脈言翻
胞のtk’il・gtt，fsJljが上1：IEi交1膿へ趨1｝磁分勲｝旭党蝋Pet・・傭搬1・けるが．・，N」iくし蝋｝

られだ多核細胞は次齢盆捲食矧迄盛ん剛綱又軽1！rたした場介に各核毎に細∬包休ぱ分割して環細胞漫

なるこ・h　lt・k　1・刃氏の1鷺滋趣を異1こするものであゐぐ、

　（4）血組織の蠕期間に触ける解離

化　轍3～5iil噸1こ既に1鹸搬【礎しな1≧脚謝1鰯《副1角解（A・il・・ly，is）1ζて一｝欄』蹴

7・・　k共に・他旅御三す鞠乗「1な小綱包測軟う｝・辮轍して之に代る。　醐1脈1㈱1，する網包

は周氣管荊II胞に多く障1心系llリ泡には恥塗｛めて勘いo

　　　　　　　　　　　　　（1［）機　　　能

剛心紬胞の機能tcs；£てはG・・b・・（1871－’73），　B・lbia・i（1886），・W」el、）wi，j、ki（，1．886），　K。．

w・1・v・ky（1886）・G・andis（1890－’91），　Cucln・t（1895－’96）Philipt・chenl⑩（1907），　M。t。1．

・ik・v（1908）・B・・m走・（1903殉9），　V・・…（1911），池田（1913），　H。聴。。d。（1・J22），1〈uhl

（1924），Keilin（1．9L4）等の研究がある。今その所溌を分類すると：…

（1）f骸中破入せる測勿を撫文して1麺勉』齢争祉認めた脅

　　（イ）休液内泥斯交挽の作用を有すと認めた齎（Graber）

　　（”）徽内1・潮撞るA・・m・・｛・c・・mi・・のll跨髄　峨したもの（K。w、1，v、ky，

Cu6uot，　Grandis，　Metahユikov，　Bru1ユtz，　Philiptschenko，　Hol｛aucle及びKuhh

　　（ハ）紬級び，縢馳ゴ／｝lijr，〈“li喰すと1；1鋤た1縦B・Ibi・。i　K。h1）

　　（笛）f幟中の湘解性物質齢撒して・轡ド爆なし、之を糊包内に響1桝る作川鮪す

と認めたもの（K・walevsky，　Grandis，　Cu6n・t　Kuhl）

　　（ホ）綱幽・榊1整して蓄へ刻頒蝕・髄してす鹸軋む翻・介∫棚鮪す瑠め

た者（Metalnikov）

　　（へ）｛横中の膠則蜘賃’fを1撒し湘胞剛多素殿つて之楠姻・物質1・分肌再琳

液中に返於する作川を認めたもの（Hollande）

　　（ト）｛幟爬魍剰1線’1物質を1撒して之を・1・和する能力を有すと認め瀦（1－1。1，

1ande）

　（2）　休液中の代謝農物を据取し、間接的に排泄脅£川に1銅輿すると認むる者

　　（イ）　体液中代謝疏1物を粥取蓄積する一磁の蓄秋腎（Rein　d／accumulation）と認めた潴・、

（1くQwalevsky，　Grandis）

　　（r）糊包・｛・に蜘取さ繊物質剛ヒ鞭化を愛けて解f嫌・1・1に放litさ建硬にM。lpighi

管によつて排泄せられるものと認めたもの（Cu6110t，　Hollande）

　　（ハ）細胞中に代謝雄ヤ物の集班嵜しいものは1弱壌して1血L球によつて捕喰されるものと解し

た者（Meta1nikov）
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　　（3）骸松蜥取し矧勿勲分1糺て椥・f轍中轍出し註要器獅鰍代謝に1撒
　　すと認めたもの（Wielowiejski）

　　（4）　血組織を一種の内分泌器官と認めた者（VersOn，　Hollallde）

　　（5）血組織を磁の造雌浮う鱈鋤た駅B・！biani，　i’劇榮繍）

　　　　　　　　　　　　　　　メ　　　　　　　　　×　　　　　　　　　　×

　　」・記の如く騰1轍肇磁中眈細セ占の蹴に關して購1搬1，旺姫レω、　．．する所がなL、

ばかりでなく鵬鞠1胞の灘蹴・・ては冴・だi離鱗戯を㍑・ない．倣偲織鋼、蹴、

鞭と周縮綱包の機能蹴砂しく襯する1り伽齢ら期蹴齪蓮するこ1』に物。
　　（丑）血組織のf＄血作用

　　余蠣兇f撚陳（イ）Lithi・m　c・・mi1・e叉はT・1id｛・1，・li　Ll）　lt　1．1き膠剛、色素（1蝦棚…好

及びC・rmin・果　伽女・・き懸1撒（・・）織ll獺欝S・・i・i・溶ll劔llきも噸謝し、蝦、

が血糸聯馳鳳りて1徽され鰍態を　1御・ll擦した詑llち（イ）の場叡燃射i，k　IL～跡

闇から（「’）（ハ）醐創改醐後24～48咄1から翻［彌嚇」1文せ励而も（ハ）v．、、　・，11き

可靴働蹴撒孟愛2～311徽綱醐封髄鮒魚く激す雛3肌c、帥畷棚・航
苧蝋の樹三その綱包1納に細される・然し極・｝撒螺を蜘kしたも・・は1納脇軸ずる

1確蜥次iTil」tiJ：／・k”E：へやカ：て1澱してall・iを1熾刺・放川す服欺欝・・鯨翻醐鱗乙

　に：よつて覇1嗣文霧撒18妻られ、てそ：iく。

　（2）血組織細胞の荷電と掘取作用

　」側繍1胞鷹21勤PH　5・0～5・6イ徽PH　4．O～5，4・硬に赤III腫’帥・魏融獄PII　4，9～

53働るから鰍織1　i鞄質醐かに険i蛸電である．此叫呈撫澱鋤・電勇細麟馳

休州叉は翻腰内・顯概・電鰍重肋撒徹と一微する畝に鰍禰伽琶内磯性欄
鮪す鵬黙倣を卿1又する機能鮪し謝撚1容液礁1蛸髄有す為醗1絶素のうち休
液内醗・助髄・を行つ『d脚三8・ix．るLithiu・ca・mi・・の嫡螺と叉水1搬・隅｛蜥電を

有する麟｛’！・螺・淋1夜内で舵のll聯を・徹舳螺，例へばT。1idi。叡、如き1畑書II欄II

胞によウd撒される・4超て鮒繍胞煽1融作鵬一一勲麹翌些麹囎ど駆ら糊、。
　（3）血組織細胞の細胞内代謝作用

餓と共に休灘に卿’父され鹸f艸の蛋削・1・物蹴鰍雌職系田胞鳳つて欄欄，・齢
広赤1　胞内・J・彗職（1・・i・・…m・）tl・e・女搬1物蛋醐粒（1．0～1．5／・）Sし瑚れ、之が絶食

」蜘（例へば鵬1及び鰍期）臥ケ嘲1泡剛糠の制」を受けて漸次1靴し劫泌。，処前

藍醐頃から綱願内に女子腿性のブd蹴（2～8・）姓じ、蜘鰍んでその・鰍が徽1から
漸次好酸性に1博化し化蜘第ノV：’1壌工に二溝失するo

　（4）血組織の代謝作用と他器官との關イ系

Lithium　c・・mi・・を撫又せしめて血組繍鞄の代1湧㈱kに1徽を與へると脂鵬ll胞・螂騰

腺磯髄隙し・イ倣内のami・・酸撒びf轍酸㈱1育肋を低下する。叉」轍正繍胞｛蜘

期間及びH民期il．iJに於ける脂肪細胞内蛋白性粥ξ蔵養分の酒費と密接な關係を有するが、　fj「：し血組

織の代謝機能を制限すると脂肪細胞内のi蛋白撚糊粧の淘費は甚だしく逓麺する。

　（5）　血組織は果して排泄作用を仲介するか

從來多く曝肋酷せる1嫌よると睡聯鞄は蝋pighi管と糊作業に於こ排潤彿を
仲介する如彬へられ矧ξたが・余嘲察によると（イ）剣勿物榮養の多少鳳つ鋼1胞内

代謝灘に多少曝翻三すること・（2）勅糊撒f雪・腱厭するにも不編1馳内代謝麟症

融Pつ窃妙するひ・（3）食桑1琳一難食す拗・・轍眠期に於ける絶食と共に綱餉α瀬

禰齢に漱する・と・（4）毘勤榮養撒たる㈱細月趣ゆ飴鵬1拗泊星セと骸酬
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係があるこ左・贈；の7」救i藍に微してh本紺織の代謝機能を直ちに排泄作用をイrll介するものとは圓1

う1三し撫’ばかりでなく・寧ろ灘内に於け祝媛剛1’麟物即）ラ｝角例脹深・欄髄羊げるも

のと商へる方が公常、と思i帽1ゐ。

　（6）圃心細胞と周氣管細胞との比較

　　周氣管細胞が∬τ1子時代の食道下奉脚1包塊から搬癒して既にll質子のワに1田から活動す’るに射しv障1

心細胞は酒Olく第・．・㌔　二眠頃か・ら分化獲生を見て徐ろtc　’2，「r動を起す。從て周氣管細胞な菰・早く1戊長

の極慶に達し、山i配明llUには1陣しく解寓llイ乍月」を受iナて1馬の：激を減す：る7う：陵i心細胞はMrt1期聞に於て

’」言Pつて卿）撒を増加一賜やうである。されど爾岳川胞』馴り1藤系螺職醍の大いさレよ違ふが

殆ど1；覗濃な機能を　，i－．する～ことは1り」かである。了i1∫して余の親る帰『では∫i弛氣管卸｝胞1．j；特に場《鷲｝で於

て：1獲∫1露し4磁（a）」礁鑑霞ヲ績に1・ま三雅つてノJv　v・力魚堵は糸色顛噂であるo

　（7）血組織は浩血器官に弊ず

　既に二13albianiや池田∫陥力瑞己｝伐した如く果して，血．劉1織に∫iぬ血．横：能i　㍉りぺ・㌧1：いゐ、に、余の揮膨聾

マ到ま～径く　～二の諺麹虻力竃なV・o

　　（8）　血組織は内分泌器官なりや

　Verso1ユ及び1・lollancle　の言己逮ゼ7る女llく直ちに閥～二1勧儲演を内う｝許必f乍Jil』をイ了づ『ゐ暑倖旗・、と1認、むるこ

とは困英lliであるカミ、　・ともカ、く∬・ヒの系冊∬包内’Olよ・蛋1．llll蛮4勿蟹fを」腓ユ孜習藻茂しつ玉湘iり泡内2拘イヒをそ写つて

毒曝び・f木芝夜内に二分争必するは朋らカiで凍，るカ・ら∬ヒの1意財ξ｝こ方急て一・零重の内．分i必馨倖’肖’と葺忍めるこ，とは可

宵別北力£あるo｛浮し一」・，L一の垂幾宵ヒ1：VersOnのtt・？S’／＼てゐる’」　rlくll民期｝「こ於て泌・∫纂と騨弓瞬る4勿翌了を内分箔必す

るものと考へることが出來ない。（以上）

（於・上田獄縄1〔門照綬）

Studis on the histogenesis and the physiological functions 

of the blood tissue in the silkworm, Bombyx mori, L.

Toshioki GAMO

（Abstracted　from　The　Bulleti捻of　the　Imperial　Uyeda　College

　of　SsricLzIture　and　Sill〈『incltistry，　VoL　2，　No，1，0ct．1936．、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　R6su血6

　　（1）　　Inもroauction，

　Since　Weismann（1864）has　discoVered　the“garland・1ike　strand”，　a　part　of　the　l〕loQ；I

tissue　in　the　Muscid　larvae，　it　has　been　studied　by　many　authours　in　almost　all　orders

of　insects，　and　has　been　variously　named　thc　bleod　tisSz‘e（、Wielowiejski，1886），　the　7iel」hアoryte

（Bruntz，1904），彦he　sto2・age　leidney（Kowalevslくy，1889），　tke　acid　o鮮吻刎02gan（Kowa正evsky，

1889、，the　pericardial　and　Peritraclteal　glan‘is（．Verson，ユ911），　and　the　a〃lroayte（Burian，1924）．

　The　blood　tissue　in　th3　silkworm　consi＄ts　of　certain　localizecl　groups　of　cells，　which

occur　in　two　principal　groups：（1）Pericardial　ce1正s　and（2）Peritracheal　cells．

　Pericardial　cells　consist　of　three　lcinds　of　cell　chains　an・an慕ed　in　linear　series，（a）1aid

atong　the　out　side　of　the　dorsal　vess31，（b）along　the　inside　of　the　vesse正and（c）along
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aliform　muscles　of　both　sides　of　the　vesse1．　　　．

　　Peritracheal　ce11s　ustlally　form　a　chain　which　is　susp巳nded　in　the　body　cavity　alorlg

the　longitudinal　raain　trac1ユea　on　both　sides　Qf　the　body．

　　In　the　present　paPer，　the　authour　has　dealt　with　the　a1ユatomical　structure，｛：he　hi3to命

genesis　and　the　physiological　functions　of　these　bIood　tissues　of　the　sillcworm，　throuκh・

out　its　generation．　The　outline　of　these　experimental　results　on　the　histoge1肥sis芝tad

th・fu・・ti・…fth・ti・s・・s，　especi・11y・n　the　sig・i丘・a・・e・f　i・t・・ce11・1・t’　・hanga、iu，i。9

the　metamorphosis　and　the　finaI　disposition　of　the　cel工・inck：s’ions　are　de，s’crまbed　as

fo110ws：一

　　（IX）Experimenta1　results．

　　（1）　　HistQgenesis．

　　It　is　obvious　that　the　pericardial　cells　are裏ζenerated　either　fron1雪he　prilnit：ive　nucIeしls

of　the　cardio曽blast　cell　in　the　dorsal　vesse1，（）r　from　the宮enerative　1ユucleus　of　the　xtliform

musc1・…pectively・TIユe　deve1・Pme・t・al　P・ri・）d　du・i・g　which　the　pericardia1，。U，　a1・e

ge・e・at・d　f・Qm　th・f・・m・・i・il・e・ch　m・ultl・9　pe・i・d・fte・tl・・s・c・・cl・inst。，，　a。、、l　f，。m

the　l・tt・・i・i・…h・・…1ti・g　p・・i。d・fter　the　end・f’t・he　ti・・t　i・・ta・，　B。t　th，　p，，ト

t：「・che・1　ce11・・re　clea・1y　diff・・e・ti・t・d　f・・m　th・s・b。・s・pha9・al　b・dy・f　th，，，ml、，y。。i，

stage，

　　〔2）　Cell　division　and　multiplication．

　　Poli・nucliated　cells　of　the　blood－tissue　are　yie正ded　by　means　of　direct　nudear　divisio！気

without　following　by　cleavage　of　cytosome，　at　tha　elユd　of　each　motllting　stage，　in｛：he

course　of　spinning　stage　and　ill　the　seventh　day　pupa．

But　as　the　feeding・f　t1ユ・1arva　pr．ogresses，　these　niultinuclear　cells霧radually　gr。w

up　until　the　c正eavage　of　the　ceU・body　takes　place　making　a　mononuclear　ce11．

　　（3）　　Histolysis

Th・tiss…f・11y・devel・P・d・t　th・e・d・f　th・1a・v・1五・・taらa・e・・bject・・1　t・。。｛，。lyti。

disolution，　in　the　stage　of　3－－5　day　pupa，　But　the　pericardia！　cells　rather　increase　ill

・・mber・wi・g　t・the　di研・繊i・tiα・・f　y…9・cell・，　wher・a・the　p・・it・a・hea正・・11・・usua！正y

decrease　during　the　same　period，

　　（4）　Storing　and　phagocytosis　of　foreign　substa織ces、

　　Blood・tissues　are　able　to　phagQcytose　particulate　matter　and　to　store　foreign　substances

brought　to　it　in　colloidal　solution．

　　　（a）The　ultra・microscopical　part1cles　of　the　colloidal　dye　solution　s　uch　as　lithium

ca「mi・e　a・d　t・1idi・b正u・・i・j°ect・d　i・t・th・b・・ly－・・vity，9・i・acces・t・a・d　a・e・t。・，d　by

the　cells　with｛n　1－一一3hours　af亡er　injection，

　　　G⊃）　On　injecting　the　suspensions　of　any　sterile　materials　such　as工ndia　ink，　pQw－

dered　carmine　used　as　particUIate　matter，　these　are　ilユgested　within　24・－48　hours　after

■　　　ロ　　　　　　　の

1ruectlon。

　　　（c）　Suspensions　of　living　bacteria　and　colloidal　solution　of　sericin　introduced　into

the　b・dy℃avity・・e・t　first　d・st・・y・d　by　1・…cytes　b・i・9．・br・ke・il・t・飴e・p・・ti、1，，，

after　which　these　penetrate　irlto　the　ceUs　within　24　一一　4，8　hours　after　injection．

　　　（d）If　the　foreign　particles　’are　of　different’nature　aud　iRd｛gestible，　they　may　remain
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for　a　Iong　time｛11　the　cells　which　have　ingested　them，　and　on　penetrating　into　the

nudeus，　the　ceUs　gradualiy　degenerate　dpr三n露the　pupal　stage，　and　the　particles　are　set

free　and　fnay　be　taken　up　again　by　other　young　ce11s．　But　if　the　par｛：icles　are　digestil）1e

as　are　micro齢organisms　or　ser量ciu　solution，　they　may　be　gr、ftdqally　destroyed　within　2・一・…3

days　thτough　intrace1Iu工ar　di募estion．

　　（5）　The　hidrogen・ion　cocentratioll　and　t王le　electric　charge　of　the　I）lood・tissu．e．

　　It　seems　reasonable　to　assu1ユユe　that　the　cells　of　blood・tissu¢are　ne繕atively　charged

because　the　iso・electric　poillt　of　cytosome　of　tlユe　ce11（PH　4，9－．・・．・5、3）is　a　little　！ess　than

the　PH　value　of　it（PI－15．0・一一・5．6）．

　　According　to　the　autlユor’s　experiments　it　is　obviotls　tllat　the　coUoidal　particles　which

are　positively　charged　in　the　body・fluid　are　easily　taken　u1）1）y　the　blood－tissue　ceUs・

魚otherwords，　eitller　some　of　the　acid　stains　whiclユeasily　cha1瑠e　potentiality　in　the

body・f［uid，　or　some　of　the　basic＄tains　in　which　no　change　iu　charge　takes　place　i几the

body・fiuid，　are　ea＄ily　in黛ested　a1ユd　stored．up　in　the　cytosorne・　On　that　acCount，　it　is

reasonably　considered　that　the　elective　aI）ility　of　intake　of　vitεし1　dyes　is　chiefiy　due　to

t正ユephysica1　phenomenon　of　electrjc　adsorptiく）n　and　the　adhesiveness　of　colloidal　particles・

　　（6）　IntraceUular　digestion　of　albuminoid　granules・

　　The　ultra・m呈croscopical　particles　of　the　nitrogenous　colloidal　solution　which　come　from

the　food　through　the　digestive　organ，　ellt：er　the　cell　body　ill　an　invisible：．nanner，　a99re鴫

gate　in　the　cyt◎plasm　into　larger　particles（1．0…・1．5〆り　and　continue　to　increase　in　size

during　the　feedillg　sta霧e．　Later，　the　particles　are　gradually　destroyed　through　intraceト

1ular　digestion　i獄the！丁ioulting　stage．　The　same　phenonienon　is　regularly　recapitulated

during　the　pupal　stage，　i、　e．，　the　much　larger　albuminoid　sp1ユerules〈2・－10！りwhich

appear　in　proportion　as　histolysis　of　the　larval　tissues　go　fQ1°ward　graduaUy　undergo

the　identical　chan墓e　byヌneans　of　intrace1正u1ar　digestion，

　　⑦　Staining　reactions　of　cytoplasmic　inclusions　and　the　physiologica1　significance，

　　The　cytoplasmic　inclusions　ia　bIood－tissue　ce！ls　which　occu．r　in　tlle　feeding　stage　of

Iarvae　and　iu　the　pupal　stage　are　ratlonably　recognized　to　be　aIユa正bunninous　substance，

as　indicated　by　positive　Millon・a捻d　Fehling・reactions．

　　In　following　tlユe　evolution　of　these　spherules，　from　basophile　rnicrosomes　to　ac重do・

phile　cytoplasmic　spherules：°at　first，　the　cytoplasmic　str’ucture，　being創1ed　with　micro・

somes　and　vacuoles，　is’且nely　alveolar　in　appearance　and　stains　blue　with　Mallory’s

triple　stain　mod1fied　by　Heidenha｛n，　and　dull　pink　with　irori　hematoxylin　with　eosi敷．

And　according　as　nitrogenous　colloida正particle＄which　come　from　the　food　or　the

reserved　materia三s　enter　the　cells，　basophi！e　nユicrosome　gradually　under麟o　a　change　in

staining　I’eactions，　becoming　redish・b夏ue　or　red　with　Mal王oエy’s　stain　and　black　with

iron・hematoxylin　from　they　edge．　As　the　acidphile　area　in　the　spherules　gradually

increase　in　arnounちthey　fuse　with　each　other，　ultimately　tra蝋sform三ng　the　entire　spherule

into　an　acidophiIe　spherical　I〕ody．　　Meant童me　thes　e　acidophile　splユerules　graduaHy

continue　to　disapPear　during　the　nユoulting　stage◎r　pupal　instar．

　　（8）　Interrelations　of　physiological　functions　between　the　b1◎od・tissue　and　other　organs．

　　When　the　metabolic　activity　of　the　1）loocl・tiss　ue　cell　is　restricte（1　by　making　use　of

，
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the　properties　w三th　wllich　the　celhs　able　to　store　up　the　colloida！　suspensions　of　li｛：hium

carrnine　which　is　harmless　in　the　insect　bQdy，　it　has　become　clear　that　the　developrnant：

of　the　fat　cells　and　the　silkrglalld　is　checked　to　a　certain　extent，　atld　thc）co1、tc！1’ltsc　Qf

amino・acids　aad　buffer　activity　of　the　body一伽三d　exceeclingly　decrease．

　　Furthermore，　it　is　extremely　obvious　tllat｛lhe　me｛：abolism。f　thg　bt（り。d・tissu〔｝play　s

an　important　rδ正e　in　both　the　appearance　and　the　disolution　of　a“buininoi／1　granules

which　appear　in　the　fat　cells　at　the　beginning　of　each　moulting　sヒage三mdてlh駐1：）rO．1）up：，tl

stage．

　　And　I〕ecause　these　albuminoid　spheres　produced　in、the’fat：cells　ara　c｛｝nsld憩r“d　as

representing　a　form　whicll　may　possibiy　be　more　soluble，　more　readily　availal）le　for

assimilation　in　tissue　growth　duril聡the　metamorphQsis　of　tlユe　insect：，　it　seem＄reasotiabユa

to　ag．　sumecl　that　the　b正ood・tissue　in　the　silkw6rm　p正ays　tiadetermined　part：itl　hltL，r・

mediary　metabolism　of　albumhユous　substances　which　are　connectecl　rather　wi｛ll・t　11tatl’itioll

thalユwith　excretion，

，


